
受講証 課題

〆切 〆切

「相談援助の視座と社会福祉援助の展開過程」を受講するにあたり、事前に基礎研修テキスト上巻P32～58を

読み、講義の概要を確認してください。

「実践のためのアプローチ」を受講するにあたり、事前にワークブック内資料及び基礎研修テキスト上巻P59

～106を読み、講義の概要を確認してください。

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ
・相談援助の視座と社会福祉援助の展開過程

・実践のためのアプローチ
使用 6/6(金)

角山信司 9:00～12:30
・相談援助の視座と社会福祉援助の展開過程

・実践のためのアプローチ
 

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

・実践研究の意義と方法

・実践研究のための記録

・実践評価・検証の方法

使用 7/4(金)

角山信司 9:00～15:00

・実践研究の意義と方法

・実践研究のための記録

・実践評価の方法

 

課題No.1：所属組織が所在する地域の特性について調べ、地域特性から考えられる住民生活の特徴について、

700～900字でまとめてください。
    8/8(金)

課題No.2：所属組織が所在する地域にある社会資源について調査し、マップを作成してください。     8/8(金)

課題No.3：住民等にとって不足していると思われる社会資源や、今後必要と思われる社会資源について考察し

て、700～900字でまとめてください。
    8/8(金)

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ
・社会資源の理解と社会資源開発

・連携システムの在り方とネットワーク構築
使用 8/8(金)

稲嶺遼氏 9:00～12:30
・社会資源の理解と社会資源開発

・連携システムの在り方とネットワーク構築
 

課題No.4：「社会福祉士学会『個人発表』発表申込書」を作成してください。     9/5(金)

課題No.5：演習で発表するための準備として「『個人発表』分科会発表要旨原稿」の下書きを作成してくださ

い。
9/5(金)

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ ・実践研究発表の方法 使用 9/5(金)

上原健二氏 9:00～14:30 ・実践研究発表の方法  

課題No.6：所属組織が所在する実地体で、現在策定されている地域福祉計画などの福祉計画についてどのよう

なものがあるか調べてください。そして、調べた内容を基に、地域における自組織の役割について、900～

1100字にまとめてください。

    9/26(金)

課題No.7：所属組織が所在する地域の住民福祉活動やボランティア活動の実態や課題等について考察して、

700～900字でまとめてください。
    9/26(金)

加藤慶氏 9:00～16:30
・地域における福祉政策と福祉計画

・社会福祉調査の方法と実際
 

事前学習
「自立生活支援とコミュニティソーシャルワーク」を受講するにあたり、事前にワークブック内資料及び基礎研

修テキスト上巻P107～123を読み、講義の概要を確認してください。

小濱辰也氏 9:00～12:30 ・自立生活支援とコミュニティーソーシャルワーク    

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ
・社会福祉における法Ⅰ

・ソーシャルワークと権利擁護の視点Ⅰ
使用 11/28(金)

石川和徳氏 9:00～12:30
・社会福祉における法Ⅰ

・ソーシャルワークと権利擁護の視点Ⅰ
 

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

・スーパービジョンとは

・スーパービジョンのモデルセッションを見る

・スーパーバイジー体験

使用 1/23(金)

石川和徳氏 9:30～12:00 ・スーパーバイジー体験  

事前課題

課題No.8：3つの事例を読み、社会福祉士を目指している学生に、「3つの事例それぞれについて、ソーシャル

ワーカーの機能と実践のために活用されているモデルやアプローチ」を説明するためのレジュメを作成してくだ

さい。

・A4で1～2枚程度

    2/6(金)

小濱辰也氏 9:00～16:30 ・実践事例演習Ⅰ    

e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ
・社会福祉における法Ⅱ

・ソーシャルワークと権利擁護の視点Ⅱ
使用 2/27(金)

石川和徳氏 9:00～12:30
・社会福祉における法Ⅱ

・ソーシャルワークと権利擁護の視点Ⅱ
 

課題No.9：所属組織が所在する地域について、「地域における福祉政策と福祉計画」において福祉計画や住民

活動、ボランティア活動等に関する学習で考察された内容を基に、テーマを定め、実際に調査してください。

課題No.10：実施した調査結果をレポートにまとめ、地域の実情や調査結果を第三者へ説明できるようプレゼン

テーション用の資料を作成してください。資料には下記の項目が必要となります。

・A4で2～3枚以上であること

・実際に調査が実施されていると読み取れる内容となっていること

・「調査のテーマ」「調査の対象者」、「調査の方法」、「調査手順」、「分析方法」、「調査結果のまとめと

考察」等が含まれていること

課題No.11：演習をふまえて「『個人発表』分科会発表要旨原稿」を修正し、模擬的な分科会発表レジュメを完

成させてください。下記の項目が必要となります。

・研究目的が明確に示されており、研究方法が適切に行われていること

・個人情報保護、倫理的配慮ができていること

・引用文献は適切に記載されていること

・誤字脱字がなく、分かりやすい記述がされていること

< 備考 > 

　網掛けされた日程は研修日となっております。

 

2025年度　基礎研修　Ⅱ　スケジュール 

日程 科目名 講師名 研修時間 研修・課題名
e-ﾗｰﾆﾝｸﾞ

使用有無

事前課題

事前課題

6/14(土)
ソーシャルワーク理

論系科目Ⅰ

事前学習

7/12(土)
実践評価・実践研究

系科目Ⅰ

地域開発・政策系科

目Ⅰ

事前課題

8/16(土)

9/13(土)
実践評価・実践研究

系科目Ⅰ

10/4(土)
地域開発・政策系科

目Ⅰ

11/1(土)
ソーシャルワーク理

論系科目Ⅰ

3/30(月)

3/7(土)
権利擁護・法学系科

目Ⅰ

12/6(土)
権利擁護・法学系科

目Ⅰ

1/31(土) 人材育成系科目Ⅰ

2/14(土)
ソーシャルワーク理

論系科目Ⅰ

科目修了レ

ポート

地域開発・政策系科目Ⅰ 

実践評価・実践研究系科目Ⅰ 


